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１ 担当人員(敬称略)と受け入れ人数１. 担当人員(敬称略)と受け入れ人数

• 担当人員
–久世正弘、佐藤義輝、宮地義之、古田久敬、久世 弘、佐藤義輝、宮地義之、古 久敬、

松原綱之、中山佳晃、小林信行（東工大）

徳宿克夫 坪山透（KEK）–徳宿克夫、坪山透（KEK）

• 受け入れ人数
– ４名（一セット２名×二セット） or４名（ セット２名×二セット） or 

６名（一セット３名×二セット）



２ メスバウアー効果２. メスバウアー効果
•原子核によるガンマ線の共鳴吸収現象。原子核によるガンマ線の共鳴吸収現象。

ギ反跳エネルギー

0 ω 1 ω 2 ω☆1961年、ノーベル物理学賞、R.L.Mossbauer



３ 57Co線源３. 57Co線源

強度 1 MBq

吸収体

※57CO線源は Ritverc社製のものを
放射線の萩原さんを通じて購入KEK 放射線の萩原さんを通じて購入

依頼済み。7月中に納入予定。



４ 測定方法（試料回転法）４. 測定方法（試料回転法）
試料を回転円板上に配置し、回転円板の傾斜
角度を変 料 線 相 速度角度を変えることで試料と線源の間の相対速度ｖ
を発生させる。ドップラー効果により、ガンマ線の
エネルギーに変調を加え、エネルギーの関数とし
てガンマ線の透過率を測定し共鳴吸収を確認てガンマ線の透過率を測定し共鳴吸収を確認。
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５ 測定装置５. 測定装置
線源ホルダ線源ホルダー

回転試料円板

レール

NaI検出器

NaI検出器



６ 計測回路６. 計測回路
•二段階のディスクリ設定によりハード的にエネルギー
を選択。
•スケーラーの計数に基づき吸収曲線を取得。

•計測が簡単。
•回路の勉強ができる。
•デッドタイムが無く 効率がよい•デッドタイムが無く、効率がよい。
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７ ガンマ線のエネルギースペクトル７. ガンマ線のエネルギースペクトル
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８ メスバウアー吸収スペクトル８. メスバウアー吸収スペクトル
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（線源）
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（吸収体）（線源） （吸収体）
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９ まとめ９. まとめ

メスバウア 用57C 線源（1 MB ）の購入手続きを•メスバウアー用57Co線源（1 MBq）の購入手続きを
KEK 側でとって頂いた。 =>   ７月中に納入予定

•スケーラーを用いた予備的測定の結果は概ね良好。

•今後行うこと：
•NaI検出器をもう 台製作する（結晶は入手済）•NaI検出器をもう一台製作する（結晶は入手済）。
•検出器をレールに固定する治具を手配。
•実習項目の手順の詳細を検討•実習項目の手順の詳細を検討。
メスバウアー用とは別のNaI検出器の製作や標準線源を
用いた動作確認を実習項目に含める等。用いた動作確認を実習項目に含める等。


